
「ペルガモンの教会への手紙」        2019 年 08 月 02 日 

ヨハネの黙示録 2 章 12 節～17 節 ペルガモンにある教会の天使にこう書き送れ。『鋭 

い両刃の剣を持っている方が、次のように言われる。「わたしは、あなたの住んでいる所

を知っている。そこにはサタンの王座がある。しかし、あなたはわたしの名をしっかり守

って、わたしの忠実な証人アンティパスが、サタンの住むあなたがたの所で殺されたとき

でさえ、わたしに対する信仰を捨てなかった。しかし、あなたに対して少しばかり言うべ

きことがある。あなたのところには、バラムの教えを奉ずる者がいる。バラムは、イスラ

エルの子らの前につまずきとなるものを置くようにバラクに教えた。それは、彼らに偶像

に献げた肉を食べさせ、みだらなことをさせるためだった。同じように、あなたのところ

にもニコライ派の教えを奉ずる者たちがいる。だから、悔い改めよ。さもなければ、すぐ

にあなたのところへ行って、わたしの口の剣でその者どもと戦おう。耳ある者は、“霊”

が諸教会に告げることを聞くがよい。勝利を得る者には隠されていたマンナを与えよう。

また、白い小石を与えよう。その小石には、これを受ける者のほかにはだれにも分からぬ

新しい名が記されている。」』 

 

キリストはペルガモンの教会の天使に手紙を書き送れと命じておられる。キリストは 

「鋭い両刃の剣を持っている方」である。ヘブライ書 4 章 12 節で、「神の言葉は生きて

おり、力を発揮し、どんな両刃の剣よりも鋭く、精神と霊、関節と骨髄とを切り離すほど

に刺し通して、心の思いや考えを見分けることができるからです」と書かれている。真実

と偽りを両刃の剣で鋭く切り裂くキリストの言葉として伝えている。「わたしは、あなた

の住んでいる所を知っている。そこにはサタンの王座がある。しかし、あなたはわたしの

名をしっかり守って、わたしの忠実な証人アンティパスが、サタンの住むあなたがたの所

で殺されたときでさえ、わたしに対する信仰を捨てなかった。」ペルガモンは、アジア州

におけるローマ皇帝礼拝の中心地であり、いくつかの宗教の祭儀が盛んで、教会は、強力

な敵対勢力の脅威に曝されていたことは確実である。それを「サタンの王座」と言ってい

る。しかし、ペルガモンの教会は固い信仰に立って、キリストの忠実な証人のアンティパ

スが殉教させられた時でさえ、信徒たちのキリストに対する信仰は揺らぐことはなかった

ので、キリストから称賛の言葉をいただいている。 

 にもかかわらず、キリストは「あなたに対して少しばかり言うべきことがある。あなた

のところには、バラムの教えを奉ずる者がいる」と指摘する。「バラムは、イスラエルの

子らの前につまずきとなるものを置くようにバラクに教えた。それは、彼らに偶像に献げ

た肉を食べさせ、みだらなことをさせ」たことで、祭司「バラム」の名を用い、民をイス

ラエルの神に背かせた故事を指す。具体的にはペルガモンでは、異端的なニコライ派の教

えを奉ずる者たちが教会の中にいて、偶像を受け入れ、性的紊乱に走り、異端を受け入れ

ていると警告している。「だから、悔い改めよ。」悔い改めなければ、直ぐに行って、私

の口の剣で、偶像や異端の信奉者たちを滅ぼすであろう。勝利を得る者には隠されていた

天からのマンナを与えよう。また、白い小石を与えよう。「その小石には、これを受ける

者のほかにはだれにも分からぬ新しい名が記されている。」小石には守護神である天上で

即位したキリストの名が刻まれている。マンナと小石を与えられる者は永遠の命を受ける。

耳ある者は、“霊”が諸教会に告げることを聞き、真の命に与りなさいと勧めている。 


